
（一社）日本家政学会平成 23年度第４回(通算 44６回)理事会議事抄録

開催日時 ： 平成 24年1月７日（土）13：30～17：20  

開催場所 ： 日本家政学会会議室 

出席者 ： 小川副会長、佐々井副会長、中島副会長 

理事： 石井、猪又、大塚、表、香西、平田耕造、布施谷、

牛腸、石原、平田道憲、長山 

監事： 今井、久保田 

欠席者：大竹会長、浜島、清水理事 

【審議事項】 

１． 入会申し込み者の承認について 

中島副会長から資料4に基づき平成23年10月8日から

平成 24年1月 6日の入会申込者 21名（うち 1名は24年

度から入会）、資料 5に基づき永年会員候補者として 14

名が提案され、満場一致で承認した。 

２． 平成 24年度総会資料について 

総務担当石井理事から平成24年度総会資料の簡略版に

ついて資料７に基づき説明があり、簡略版の形式で作成

することを満場一致で承認した。佐々井副会長から資料 8

に基づき平成23年度の会計状況の説明があった。 

３． 規程等の改正について 

中島副会長より資料 9に基づき、規程の改正について、

前回理事会で承認されたところの確認と以下の改正点が

提案され満場一致で承認した。 

目次、Ⅴ-6 ホームページ委員会規程の整備、Ⅴ-７-

１国際担当特別委員に関する規程、Ⅴ-8-2日本家政学会

誌論文投稿規程、投稿の手引、Ⅴ-8-2-1 執筆要項、Ⅴ

-8-3論文審査内規を新しく起こし、Ⅷ-４就業規則を整備。 

４． 支部規約改正について 

小川副会長より支部規約については、本部規程と合わせ

た文言の修正をお願いすることとした。 

５．日本家政学会役員選挙の管理に関する申し合わせにつ

いて 

石井理事から「選挙管理委員会の申し合わせ」の改正案

（資料 11）が提案され満場一致で承認された。また、申

し合わせ第7条8項、第8条について修正案が提案され、

満場一致で承認された。 

６．第 64回大会について 

小川運営委員長より資料12に基づいて日程、内容、総

会の担当、学会賞授与式、研究発表等の日程について確

認した。 

７．日本家政学会、学会賞、奨励賞の選考について 

小川副会長より資料17、奨励賞は資料 18、功労賞は資

料 16に基づき、選考委員会の選考結果が報告され、投票

を行い、全員賛成のもとに決定した。名誉会員について

は、本年度推薦がないことが報告され、満場一致で承認

した。 

８．東日本大震災日本家政学会生活研究プロジェクトにつ

いて 

小川副会長より12月 26日～28日石巻に行き、打ち合わせ

を行ってきたことが報告された。 

９．震災ブックレットについて 

小川副会長より資料20に基づき、小学校向けに作成し

ていること、３月にはできあがる予定であることが報告

され満場一致で承認した。 

10．学会パンフレットについて 

小川副会長より資料21に基づき進捗状況が報告され、3

月発行予定で進んでいることが報告され満場一致で承認

した。 

11．その他 

１）活動助成について、小川副会長より森永奉仕会の助成

金の推薦者を満場一致で承認した。 

【報告事項】 

１． 退会申出者、会員動向、会員増加及び会員の移動と会

費等の徴収について 

中島副会長より資料 22に基づき退会申し出者５１名、会員

の現況報告会員数 3048名、2名の支部移動、１名の会員種

別移動が報告された。   

２． 支部関係  

東北北海道支部（資料報告）、関東支部（牛腸支部長）、中

部支部（石原支部長）、九州支部（長山支部長）の報告があ

った。 

３．総務関係  

石井理事より選挙管理委員会より、選挙の進捗状況が報告

された。 

４．財務関係  

佐々井副会長より、財務関係の書類作成日程が示された。 

５． 企画・広報関係  

小川副会長より、資料 28に基づき三省堂の暮らしカフェを

食文化研究会に企画をお願いし、1月28日成城の三省堂で

行われることになった。また、資料 29に基づき平成 24年度

活動助成の募集を行うことが報告された。 

６．編集委員会  

香西委員長より研究発表申し込みは今回 1 月 12 日より 2

月 2日までといつもより早くなっていることが報告された。 

7．HP委員会  

表委員長より 1ＨＰ掲載状況が報告された。 

８．国際交流委員会  

平田耕造委員長より、資料 30 に基づきＩＨＦE 日本支部解

散についての進捗状況の報告があった。メルボルン大会で

のシンポジウムの募集に応募して採択された。また IFHE で

はメルボルン大会で「IFHEこれから100年にむけて」の記念

誌の原稿の募集があり、本シンポジウムの内容を応募した。 

９．その他 

1）身元保証書について外国の方からの要請があった場合

のために作成した（資料 31）。 

以上 


